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福島エコクリート㍿、新和商事㍿

石炭エネルギーセンター、一般財団法人 日本国土開発㍿
　石炭火力発電所から発生する石炭灰を原材料に、復興工事等で利用するリサイクル資材（再生砕石）を製造する福
島エコクリート事業においては、再生砕石の主な用途である路盤材としての所用品質の確保と、製品の環境安全性の
確保が重要な課題となっています。本開発はこの課題を解決することで、福島エコクリート事業を円滑化させるもの
です。また、事業の長期継続を目的に、路盤材以外の市場拡大に向けた新規分野の研究開発も行っています。

環境・リサイクル分野

石炭灰リサイクル製品（再生砕石）製造技術の開発

 　

　東日本大震災に伴う原子力事故により、ベー
ス電源としての石炭火力の位置付けが高まって
いるが、発電に伴い発生する石炭灰のリサイク
ルは、その約 7割をセメント原料利用に頼って
おり、多分野への利用が望まれています。また、
福島県の石炭灰の発生量は全国一であり、産業
廃棄物の地産地消が望まれています。

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

　福島エコクリートは平成 30年 3月から事業
を開始する予定であり、年間の売上として約 7
億円を見込んでいます。また、平成 30年 2月
時点での従業員は 28 名であり、内 20 名が地
元での新規雇用者となっています。

研究（実用化）開発の目標

　石炭灰混合材料の事業化においては、製品の環境安全性の確保が重
要な課題です。即ち、石炭灰リサイクル資材からの有害重金属の溶出
抑制技術の確立が事業を成功に導くためのポイントとなっています。
　開発技術の先進性は下記の通りです。
　■品質に関わる膨大な情報をデータベース化
　■データベースをもとに最適な製造条件をシステム管理
　■ コーティング技術をはじめとする多重の重金属等溶出抑制技術の
開発

　■石炭灰混合材料の新規市場の開拓
　■製品の安定供給システムの構築

実施期間：平成 28年度～平成 30年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

福島エコクリート㈱
代表取締役社長

横田 季彦

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージ

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

これまでに
得られた成果

　福島エコクリートは「イノベーショ
ン・コースト構想」のひとつである「石
炭灰混合材料の事業化」を実現するもの
であり、環境安全性を確保したリサイク
ル資材を製造し、浜通りの復興工事に供
給することを目的に設立された会社で
す。このため、国、自治体等および民間
の工事での積極的な採用を期待します。

　本開発は平成 28 年度から実施して
おり、これまでの下記の研究成果を得て
います。
① 石炭灰のデータベースシステムの構築
② データベースを用いたリサイクル資材
の製造システムの構築
③ 石炭灰リサイクル資材の新規用途の開
拓

　福島県浜通りで昨年避難解除と
なった地域、および今後避難解除と
なる地域では復興事業に伴う土木資
材の重要が見込まれており、福島エ
コクリートでは本開発成果をもと
に、これらの地域に環境安全性を確
保したリサイクル資材を安定供給す
ることが可能です。また、製品の販
売は地元の砕石業者 2社と代理店契
約を行うことで、地元経済の活性化
にも寄与することが可能です。

平成28年度開始

2017年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト




